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（採択）請 願 審議の動画はこちら→

注目議案案
令和５.12.15（金）
総務文教常任委員会

令和５.12.13（水）
事業厚生常任委員会

議案第87号 議案第88号

指定管理者となる団体
　社会福祉法人　熊取町社会福祉協議会
指定の期間
　令和６年４月１日から令和11年３月31日まで

指定管理者となる団体
　セントラルスポーツ株式会社
指定の期間
　令和６年４月１日から令和７年３月31日まで

指定管理者の指定（熊取町立老人
福祉センター）について

指定管理者の指定（熊取町立総合体育館
及び熊取町立町民グランド）について

（議案第90号・98号）令和5年度熊取町一般会計補正予算の内訳
追加額 総　額 主な内容

議案第90号 1億6,852万9千円 173億1,591万6千円

〇�住民情報システム改修費
　（マイナンバーカードへの振り仮名表示等）　594万4千円
〇療養給付費負担金(負担金の精算)　2,304万円
〇民間保育所運営委託料・保育事業補助金等　8,780万9千円
〇風しん抗体検査・予防接種クーポン関係経費　355万7千円
〇小学校 教科書改訂に伴う教師用教科書購入　2,110万円
〇中央・西小学校クラス増に伴う校用器具費　149万8千円
〇小学校感染対策に係る備品　473万円
〇中学校感染対策に係る備品　306万円

議案第98号 6億1,079万1千円 179億2,670万7千円

〇（歳入）物価対策対応重点支援地方創生臨時交付金
　　　　　　　　　　　　　　　　　　 3億4,025万6千円
〇（歳入）くまとりふるさと応援基金繰入　2億6,603万3千円
　　　　　　　　　⬇　主に次の事業に充当
〇低所得世帯への給付（7万円/世帯）にかかる経費　3億5,888万8千円
〇地域振興券配布(5千円/人)にかかる経費　2億3,731万7千円

件　名 請願の主旨 請願者 紹介議員

加齢難聴者の
補聴器導入の
公的助成等を
求める請願

１）�　加齢性難聴者の補聴器購入について、町による
公的助成を実施してください。また、制度の創設
に努めてください。

２）�　加齢性難聴者の補聴器装着は国民的な課題であ
り、自治体負担を抑制するために国と大阪府に補
聴器の公的助成制度の創設を要請してください。

くまとり社会保障推進協議会
　会長　大浦 正義
新日本婦人の会　熊取支部長
　米田 芳子
全日本年金者組合　阪南東支部長
　濱崎 海雄

坂上 巳生男
文野 慎治

　高齢者が加齢性難聴になっても、生活の質を落とさず、鬱や認知症予防の観点からも補聴器が必要だと考える。全国の自治体では補聴器購入助成が広
がっている。本町でも独自で補助することによって、補聴器導入のきっかけになり聴こえを保つ事で、いきいきとした生活がおくれ、健康寿命につながる
と考える。

多和本英一　（熊愛・日本共産党熊取町会議員団）賛成討論
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【会派名】　維新：大阪維新の会熊取　みらい：みらい創生　自民：自由民主　公明：熊取公明党　共産：日本共産党熊取町会議員団

議員の態度表明（○賛成　×反対　△退場）態度が分かれたもののみ表示
（議長は、賛否同数の時のみ表明し、議案の成否を決定します。）

12 月定例会審議案件
議員名 文野 多和本 長田 石井 田中

豊一 大林 田中
圭介 矢野 渡辺 二見 江川 坂上

巳生男
坂上
昌史

河合
議長

会派名 熊愛 熊愛 維新 維新 維新 みらい 自民 自民 公明 公明 共産 共産 みらい みらい
常勤特別職職員給与条例の一部
を改正する条例 ○ ○ × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―
議会議員報酬等条例の一部を改
正する条例 ○ ○ × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―
令和５年度熊取町一般会計補正
予算（第10号） ○ ○ △ △ △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

12月定例会の

議案第97号

議案第85号 議案第86号

議案第89号

　　契約の金額　変更前　金1,516,891,200円
　　　　　　　　変更後　金1,655,934,500円
　　契約の相手方：株式会社　旭工建

　人事院勧告に伴い、一般職職員の給与の改定を
行うことにあわせて、常勤特別職職員（町長除く）の
期末手当の支給月数を0.10月引き上げるため。

　人事院勧告に伴い、一般職職員の給与の改
定を行うことにあわせて、議会議員の期末手
当の支給月数を0.10月引き上げるため。

　町境界付近における土地利用形態の変更
に伴い、町の区域が不明確になるので、区域
を変更する。大久保南１丁目の一部区域と
大久保南２丁目の一部区域を変更する。

工事請負変更契約の締結について
((仮称)熊取町公民館・町民会館整備工事)

常勤特別職職員給与条例の一部を
改正する条例

議会議員報酬等条例の一部を
改正する条例

町の区域の変更について

熊取町議会から各関係省庁に提出された意見書
○ 認知症との共生社会の実現を求める意見書
○ 食品ロス削減への国民運動のさらなる推進を求める意見書
○ 医療・介護・障がい福祉分野における処遇改善等を求める意見書

　人事院勧告は、国家公務員の給与を民間の給与に合わせて適正
に措置するもので、常勤特別職員に適応すべきでない。

　人事院勧告は、国家公務員の給与を民間の給与に合わせ
て適正に措置するもので、議会議員に適応すべきでない。

大阪維新の会 熊取 大阪維新の会 熊取反対討論 反対討論
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河合弘樹議長

も く じ

第２回臨時会・12月定例会

議会からのお知らせ	
２～４ページ

一般質問	 5～8ページ

行政視察	 9ページ

セミナーや見学会への参加	 10～11ページ

３月定例会の予定	 11ページ

全町民に一人5000円分の
　　　　　地域振興券の配布決定！

12
月
6
日
か
ら
19
日
ま
で
の
日
程
で
12
月
定
例
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

町
長
提
案
議
案
16
件（
条
例
の
一
部
改
正
６
件
、

補
正
予
算
６
件
ほ
か
）専
決
処
分
報
告
１
件
、議
員

提
出
議
案
３
件
、請
願
１
件
が
審
議
さ
れ
、全
て
の

議
案
が
可
決
・
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

　

令
和
５
年
度
熊
取
町
一
般
会
計
補
正
予
算（
第

10
号
）に
は
、中
央
小
学
校
及
び
西
小
学
校
の
必
要

教
室
増
に
か
か
る
経
費
な
ど
が
、熊
取
町
一
般
会

計
補
正
予
算（
第
11
号
）に
は
、物
価
高
騰
対
応
重

点
支
援
事
業
、地
域
振
興
券
事
業
な
ど
が
計
上
さ

れ
て
い
ま
す
。

12
月
定
例
会

　

11
月
10
日
の
１
日
間
の
日
程
で
第
２

回
臨
時
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

令
和
５
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
９
号
）の「
く
ま
と
り
ふ
る
さ
と
応

援
寄
附
金
事
業
」の
専
決
処
分
報
告
及

び「
議
場
空
調
機
器
の
購
入
に
つ
い
て
」

が
全
会
一
致
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

令
和
６
年
１
月
１
日
に
発
生
し
た
能
登
半
島

を
震
源
地
と
す
る
震
災
で
は
甚
大
な
被
害
が
発

生
し
、今
も
な
お
救
助
活
動
や
避
難
生
活
が
続

い
て
い
ま
す
。

　

お
亡
く
な
り
に
な
っ
た
方
々
の
ご
冥
福
を
お

祈
り
す
る
と
と
も
に
、被
災
地
の
皆
さ
ま
に
心

よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

議
会
に
お
き
ま
し
て
は
、有
事
の
際
に
迅
速

か
つ
的
確
に
行
動
で
き
る
よ
う
、訓
練
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

　

田
中
豊
一
議
員
と
矢
野
正

憲
議
員
が
熊
取
町
長
選
挙
に

立
候
補
し
た
こ
と
に
よ
り
、

１
月
16
日
付
で
町
議
会
議
員

を
自
動
失
職
し
ま
し
た
。

　

な
お
、現
在
の
議
員
数
は

12
名（
欠
員
２
名
）に
な
り
ま

す
が
、補
欠
選
挙
は
実
施
さ

れ
ま
せ
ん
。

第
２
回
臨
時
会

議
会
か
ら
の
お
知
ら
せ
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各議員が問う
!

　　これどう
する!

一般質問

　
　
経
済
力
に
よ
っ
て
教
育
格
差
が
生
じ
る

の
を
防
ぐ
狙
い
で
、塾
や
ス
ポ
ー
ツ
教
室
な

ど
の
費
用
を
助
成
す
る
自
治
体
が
現
れ
て
い

る
。
子
ど
も
た
ち
が
夢
や
希
望
を
か
な
え
、

自
己
実
現
を
は
か
る
教
育
機
会
の
確
保
と
保

護
者
支
援
の
た
め
に
取
組
む
考
え
は
な
い

か
？

　
　
補
助
対
象
を
児
童
扶
養
手
当
又
は
生
活

保
護
を
受
給
し
て
い
る
家
庭
の
、小
学
５
年

生
か
ら
中
学
３
年
生
ま
で
と
し
、補
助
額
を

問答
　
　
一
部
の
自
治
体
で
実
施
さ
れ
て
い
る
独

居
世
帯
向
け
の
終
活
支
援
事
業
の
導
入
を
求

め
る
。

　
　
本
町
で
は
、死
後
の
こ
と
に
つ
い
て
、前

も
っ
て
考
え
る
き
っ
か
け
づ
く
り
と
し
て

「
終
活
ノ
ー
ト
」を
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
に
配

架
し
て
い
る
。
ま
た
、も
し
も
の
時
に
、自
ら

が
望
む
医
療
や
介
護
に
つ
い
て
、共
有
す
る

取
り
組
み「
人
生
会
議
」の
普
及
に
取
り
組
ん

で
い
る
。

問答 小
・中
学
生
の
塾
代
助
成
を
！

本
町
の
お
ひ
と
り
様
な
ど
へ

終
活
支
援
事
業
を
！

矢や

の野　
正ま

さ

憲の
り

石い
し

井い　
一か

ず

彰あ
き

一
人
一
か
月
あ
た
り
５
千
円
と
し
た
場
合
、

試
算
結
果
は
年
間
１
，４
７
０
万
円
と
な
る
。

補
助
対
象
を
町
内
全

て
の
小
学
５
年
生
か

ら
中
学
３
年
生
ま
で

と
し
た
試
算
は
１
億

１
，６
２
２
万
円
と

な
る
。
他
団
体
の
状

況
を
参
考
に
研
究
し

て
い
く
。

　
　
　
自
ら
の
葬
儀
や
納
骨
な
ど
執
り
行
う

葬
祭
事
業
者
を
紹
介
し
、生
前
に
契
約
で
き

る
よ
う
支
援
す
る
な
ど
、死
後
の
色
々
な
不

安
の
解
消
の
具
体
的
な
支
援
の
実
施
を
要
望

す
る
。

要
望

矢野　正憲 1 小・中学生の塾代助成について
2 子育て・教育入学準備金について

石井　一彰

1 本町の高齢者への支援について
2 高齢者の健康寿命の延伸対策について
3 創業支援事業について
4 不登校対策について

田中　豊一

1 小中学校の給食調理室及び配膳室のエアコン整備実施
の目途について

2 避難所でもある小中学校の体育館のエアコン整備について
3 熊取町の文化財を活かしたまちづくりについて
4 熊取町の日本遺産への登録について

大林　隆昭 1 地域公共交通について
2 産業振興ビジョンAPについて

長田健太郎
1 森林環境譲与税について
2 子育て支援について
3 熊取駅西交通広場について

多和本英一
1 小・中学校の給食について
2 不登校支援について
3 ひまわりバスについて

江川　慶子 1 「土地利用規制法」について
2 こどもの給食費無償化について

江川　慶子 3 特別障害者手当について
4 国民健康保険について

坂上巳生男

1 ふるさと応援基金の活用について
2 会計年度任用職員について
3 物価高騰対策の給付金について
4 奨学金返済への支援策について
5 障がい児のおむつ代助成について

田中　圭介 1 熊取町指定ごみ袋について
2 小・中学校の安全管理・防犯などについて

文野　慎治 1 教員の働き方改革について
2 学校部活動の地域連携・地域移行について

渡辺　豊子

1 HPVワクチン接種について
2 乳幼児健診の拡充について
3 ハチの巣の駆除について
4 転入促進について

二見　裕子

1 基幹相談支援センターについて

2 2050年脱炭素社会に向けて温室効果ガス排出量を
削減していくための取り組みについて

3 物価高騰から町民生活を守るための総合経済対策について

坂上　昌史
1 人工内耳の助成について
2 町内の青年団の活性化について
3 教員の働き方改革の進捗について

町のさまざまな課題について議員が提案も含めて、町に考えを聞くのが「一般質問」。
ここでは、各議員の質問内容をダイジェスト版でお知らせします。



6くまとり議会だより　令和６年２月発行  No.64

一
般
質
問

　
　
令
和
６
年
度
か
ら
徴
収
さ
れ
る
森
林
環

境
税
を
財
源
と
し
て
市
町
村
と
都
道
府
県
に

配
分
さ
れ
る
森
林
環
境
譲
与
税
に
対
す
る
町

の
見
解
は
？

　
　
今
年
度
の
譲
与
額
に
つ
い
て
は
昨
年
度

と
同
額
程
度
の
約
５
０
０
万
円
と
見
込
ん
で

い
る
。
使
途
に
つ
い
て
は
森
林
整
備
と
し
て

ナ
ラ
枯
れ
対
策
を
行
う
予
定
。
ま
た
、約
７

４
０
万
円
を
森
林
環
境
譲
与
税
基
金
よ
り
繰

り
入
れ
、公
民
館・町
民
会
館
整
備
に
伴
う
木

問答

　
　
災
害
の
多
い
夏
場
に
エ
ア
コ
ン
設
備
の

無
い
小
学
校
の
体
育
館
が
避
難
所
と
な
っ
て

い
る
の
は
、最
近
の
異
常
高
温
を
考
え
る
と

不
適
切
と
思
わ
れ
る
。
早
急
に
整
備
計
画
を

立
て
る
べ
き
と
思
う
が
如
何
か
？

　
　
周
辺
自
治
体
で
整
備
が
進
む
中
で
本
町

の
課
題
と
考
え
る
。
本
12
月
議
会
の
補
正
予

算
で
先
ず
は
、小
学
校
の
体
育
館
の
エ
ア
コ

ン
整
備
調
査
費・設
計
予
算
を
計
上
し
、令
和

６
年
度
に
、中
央
小
、南
小
、東
小
学
校
の
体

問答

　
　
急
激
な
物
価
高
騰
が
家
計
を
圧
迫
し
て

い
る
中
、来
年
度
以
降
の
給
食
費
無
償
化
継

続
の
予
定
は
？

　
　
令
和
６
年
度
以
降
の
無
償
化
継
続
に
つ

い
て
の
必
要
性
は
十
分
理
解
し
て
い
る
。
検

討
、協
議
を
行
う
。

　
　
町
が
把
握
し
て
い
る
ひ
ま
わ
り
バ
ス
に

望
む
住
民
の
声
は
？

　
　
熊
取
駅
へ
の
乗
り
入
れ
を
要
望
す
る
声

が
あ
る
一
方
で
、乗
り
入
れ
る
こ
と
で
路
線

問答問答

　
　
地
域
公
共
交
通
協
議
会
の
進
捗
と
、今

後
の
予
定
は
？

　
　
本
年
２
月
の
協
議
会
設
置
後
、今
年
度

は
３
回
の
会
議
を
行
っ
た
。
令
和
６
年
度
も

３
回
程
度
の
開
催
を
予
定
し
、持
続
可
能
な

地
域
公
共
交
通
計
画
の
策
定
に
取
り
組
ん
で

い
く
。

　
　
会
議
の
時
間
だ
け
で
の
意
見
集
約
で
は

な
く
、書
面
も
含
め
た
意
見
の
取
り
ま
と
め

を
し
て
も
ら
い
た
い
が
、ど
う
か
？

問答問

森
林
環
境
譲
与
税
に
つ
い
て

積
極
的
活
用
を
要
望
！

避
難
所
で
も
あ
る
小
中
学
校
の
体
育
館

に
エ
ア
コ
ン
設
備
を
整
え
る
べ
き
。

小
中
学
校
の
給
食
費
を
無
償
化
！

ひ
ま
わ
り
バ
ス
利
用
の
選
択
肢
を
提
案

持
続
可
能
な
地
域
公
共
交
通
を
！

長お
さ

田だ　
健け

ん

太た

郎ろ
う

田た

中な
か　

豊と
よ

一か
ず

多た

和わ

本も
と　

英え
い

一い
ち

大お
お

林ば
や
し　

隆た
か

昭あ
き

製
ベ
ン
チ・
テ
ー
ブ
ル
の
購
入
財
源
と
し
て

活
用
予
定
で
あ
る
。

　
　
　
全
国
の
取
組
事

例
を
参
考
に
、森
林
環

境
教
育
等
、積
極
的
に

こ
の
財
源
を
活
用
し
て

頂
き
た
い
。

要
望

育
館
の
エ
ア
コ
ン
整
備
を
実
施
し
、令
和
７

年
度
に
、残
り
の
西
小
学
校
、北
小
学
校
の
体

育
館
エ
ア
コ
ン
整
備
を
進
め
て
行
く
事
と
計

画
し
て
い
る
。

バ
ス
が
減
便・
衰
退
さ
れ
る
と
困
る
な
ど
の

理
由
か
ら
駅
へ
の
乗
り
入
れ
を
要
望
し
な
い

声
も
あ
り
ま
す
。

　
　
　
現
状
の
コ

ー
ス
の
中
で
、停

留
所
を
増
や
す
な

ど
、利
便
性
を
考

え
、利
用
の
選
択

肢
を
増
や
し
て
い

た
だ
き
た
い
。

要
望

　
　
し
っ
か
り
と
意
見
集
約
を
行
う
。
書
面

等
で
も
行
え
る
よ
う
に
検
討
す
る
。

　
　
　
地
域
公
共

交
通
計
画
は
熊
取

町
の
イ
ン
フ
ラ
を

支
え
る
計
画
で
あ

る
。
し
っ
か
り
と

取
り
組
ん
で
い
た

だ
き
た
い
。

答要
望
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一
般
質
問

　
　
ふ
る
さ
と
応
援
基
金
の
残
高
39
億
円
。

基
金
の
組
み
換
え
な
ど
有
効
活
用
求
め
る
。

　
　
子
育
て・
教
育
な
ど
指
定
の
あ
る
寄
付

が
約
半
分
。
組
み
換
え
は
考
え
て
い
な
い
が
、

公
共
施
設
の
改
修
な
ど
有
効
に
活
用
す
る
。

　
　
奨
学
金
返
済
に
苦
し
む
若
者
へ
の
支
援

が
必
要
だ
。
転
入・
定
住
促
進
策
と
し
て
助

成
金
を
出
す
自
治
体（
和
泉
市・
岬
町
な
ど
）

が
あ
る
。
本
町
で
も
是
非
、検
討
し
て
は
？

　
　
国
か
ら
の
財
政
支
援
が
３
割
程
度
で
あ

問答問答

　
　
教
員
へ
の
志
願
者
が
長
時
間
労
働
が
問

題
と
な
る
中
で
減
少
し
て
い
る
。
対
策
は
？

　
　
負
担
軽
減
を
図
る
制
度
と
、運
用
す
る

教
職
員
の
意
識
改
革
を
両
輪
と
し
て
着
実
に

進
め
て
い
る
。
さ
ら
に
長
時
間
勤
務
の
是
正

を
図
る
取
り
組
み
を
進
め
、教
職
員
の
健
康

を
守
る
働
き
方
改
革
を
よ
り
推
進
し
た
い
。

　
　
部
活
動
の
地
域
移
行
の
考
え
方
は
？

　
　
活
動
の
場
が
学
校
部
活
動
だ
け
で
な
く

地
域
で
実
施
で
き
る
と
い
う
選
択
肢
を
新
た

問答問答

基
金
の
有
効
活
用
を
！

奨
学
金
返
還
支
援
を
求
め
る

「
教
員
の
働
き
方
改
革
」急
務
！

部
活
動
は
、地
域
連
携
・地
域
移
行
へ

坂さ
か

上う
え　
巳み

生き

男お

文ぶ
ん

野の　
慎し

ん

治じ

り
、転
入
促
進
の
効
果
も
図
り
難
い
。

　
　
重
度
の
障
が
い
で
、オ
ム
ツ
が
必
要
な

児
童
へ
の
補
助
は
？（
津
市
な
ど
）

　
　
日
常
生
活
用
具
の
給
付
対
象
外
の
制
度
。

本
町
以
南
３
市
３
町
で
は
例
が
な
い
。
調

査・研
究
す
る
。

問答

に
設
け
る
こ
と
も
重
要
と
認
識
し
て
い
る
。

地
域
の
関
係
団
体
と
の
連
携
を
図
る
。

　
　
「
重
要
施
設
周
辺
及
び
国
境
離
島
等
に

お
け
る
土
地
等
の
利
用
状
況
の
調
査
及
び
利

用
の
規
制
等
に
関
す
る
法
律
」に
よ
り
原
子

力
施
設
で
あ
る
原
燃
工
が
指
定
候
補
と
な
っ

た
。
事
前
の
問
い
合
わ
せ
や
注
視
区
域
の
検

討
、町
か
ら
の
意
思
表
示
、住
民
へ
の
公
表

は
？

　
　
重
要
施
設
の
敷
地
の
周
囲
１
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
の
区
域
を
注
視
区
域
と
し
て
指
定
。
事

前
の
問
い
合
わ
せ
は
な
い
。
意
見
聴
取
は
内

問答

　
　
熊
取
町
の
独
居・２
人
世
帯
数
は
？

　
　
独
居
世
帯
６
２
０
４
世
帯（
約
33
％
）、

２
人
世
帯
５
７
０
１
世
帯（
約
30
％
）。

　
　
ほ
と
ん
ど
の
自
治
体
で
は
５~

10
リ
ッ

ト
ル
の
ミ
ニ
サ
イ
ズ
が
あ
る
。

熊
取
町
は
20・
45
リ
ッ
ト
ル
の
２
種
類
し
か

な
い
。
今
後
ミ
ニ
サ
イ
ズ
の
販
売
、種
類
を

増
や
す
予
定
は
あ
る
か
？

　
　
独
居・
２
人
世
帯
が
全
体
の
６
割
を
超

え
て
い
る
事
も
考
え
検
討
す
る
。

問答問答

土
地
利
用
規
制
法
で
監
視

町
指
定
ご
み
袋
の
ミ
ニ
サ
イ
ズ
を
！

江え

川が
わ　
慶け

い

子こ

田た

中な
か　
圭け

い

介す
け

閣
府
と
。
資
料
は
非
公
開
。
町
か
ら
は「
意

見
な
し
」と
回
答
。
正
式
に
指
定
さ
れ
れ
ば

公
表
す
る
。

　
　
　

住
民
の
プ
ラ
イ

バ
シ
ー
侵
害
で
あ
り
、思

想
良
心
の
自
由
、財
産
権

を
侵
害
す
る
。
周
知
徹

底
を
求
め
る
。

要
望

　
　
バ
イ
オ
マ
ス
ご
み
袋
の
導
入
は
？

　
　
な
い
。

　
　
　
１
人
ひ
と

り
の
ラ
イ
フ
ス
タ

イ
ル
に
あ
っ
た
選

択
が
出
来
る
よ
う

早
急
に
ご
み
袋
ミ

ニ
サ
イ
ズ
の
作
成

を
！

問答要
望

和泉市・岸和田市
泉佐野市・田尻町
泉南市・阪南市

貝塚市 熊取町

5～10L 〇 × ×
11～20L 〇 〇 〇
21～30L 〇 〇 ×
31～50L 〇 〇 〇
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一
般
質
問

　
　
青
年
団
の
活
動
へ
の
支
援
に
つ
い
て
、

コ
ロ
ナ
禍
を
経
て
変
わ
っ
た
こ
と
は
あ
る

か
？

　
　
コ
ロ
ナ
禍
を
経
て
何
か
変
わ
っ
た
と
こ

ろ
は
無
い
。
引
き
続
き
青
年
団
の
自
主
性
を

尊
重
し
な
が
ら
必
要
に
応
じ
て
青
年
団
活
動

が
活
性
化
す
る
よ
う
に
助
言
、環
境
整
備
を

行
っ
て
い
く
。

　
　
　
町
内
の
青
年
団
員
数
は
減
っ
て
い
る
。

組
織
が
無
く
な
っ
て
し
ま
っ
て
は
遅
い
‼

問答要
望

　
　
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い
て
、令

和
6
年
度
で
キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ
対
象
者
は
接

種
期
限
を
迎
え
る
。
そ
の
対
応
に
つ
い
て
は
。

　
　
令
和
7
年
3
月
ま
で
に
接
種
い
た
だ
け

る
よ
う
周
知
す
る
。

　
　
5
歳
児
健
診
に
つ
い
て
、国
が
財
政
支

援
を
す
る
方
向
。
本
町
は
検
討
す
る
の
か
。

　
　
本
町
に
と
っ
て
効
果
が
見
込
め
る
か
ど

う
か
注
視
し
た
い
。

　
　
ハ
チ
の
巣
の
駆
除
に
つ
い
て
、和
泉
市

問答問答問
　
　
基
幹
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー（
地
域
に
お

け
る
障
が
い
者
相
談
の
中
核
的
な
役
割
を
担

う
機
関
）を
設
置
し
て
い
な
い
理
由
と
、設
置

の
時
期
は
。

　
　
町
内
の
3
法
人
に
委
託
し
て
、相
談
事

業
、情
報
提
供
や
助
言
な
ど
総
合
的
な
支
援

を
実
施
。
基
幹
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
に
準
じ

た
支
援
体
制
を
す
で
に
構
築
し
て
い
る
。
設

置
は
努
力
義
務
に
な
る
こ
と
か
ら
、令
和
8

年
度
ま
で
に
前
向
き
に
進
め
る
。

問答

青
年
団
の
活
性
化
の
た
め
に
、

積
極
的
な
支
援
を
‼

奨
学
金
返
還
支
援
事
業
の
導
入
を
！

新
婚
新
生
活
支
援
事
業
の
導
入
を
！

大
阪
府
内
43
自
治
体
中
36
団
体
設
置
、

基
幹
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
の
早
期
設
置
を
！

坂さ
か

上う
え　

昌ま
さ

史ふ
み

渡わ
た

辺な
べ　

豊と
よ

子こ

二ふ
た

見み　
裕ひ

ろ

子こ

今
ま
で
と
同
じ
で
は
な
く
、団
員
数
が
増
え

る
よ
う
に
、よ
り
積
極
的
に
支
援
し
て
頂
き

た
い
。

で
は
防
護
服
の
貸
し
出
し
と
、高
齢
者
に
は

駆
除
費
用
を
上
限
2
万
円
補
助
し
て
い
る
が
。

　
　
引
き
続
き
、

専
門
業
者
へ
の

駆
除
依
頼
を
推

奨
す
る
。

答
　
　

CO
₂

削
減
の
為
の
推
進
補
助
金
は
。

　
　
補
助
金
制
度
の
創
設
に
向
け
て
検
討
。

　
　
重
点
支
援
地

方
交
付
金
の
活
用

は
。

　
　
交
付
限
度
額

は
９
３
０
０
万
円
。

効
果
的
な
事
業
を

検
討・実
施
す
る
。

問答問答

和泉市のハチの巣駆除の貸し出し防護服
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　令和５年11月７日（火）
長崎県大村市に保育コンシェルジュ（保育士の確保）、新
規就農支援（人材育成等）について視察を行いました。
・�保育士の確保については、県外、市外からの就職者に保
育士等就職祝金、潜在保育士復職支援相談、保育士等継
続応援金での離職防止対策等、取り組んでいる。
・�農業を新たに担う「担い手」づくり事業として、農業を始
める前には農業就業体験支援（インターシップ）、農業
後継者育成支援を、農業を始めたら、経営開始支援（施
設整備、賃貸料）、納屋付き住宅支援、経営規模拡大資金
融資と豊富なメニューで人材育成に取り組んでいる。
今後、熊取町において、それぞれの取組について、参考と
なる視察となりました。

　熊取町で行っている取り組みについて、他市町よりたくさんの
視察を受けています。

　令和５年11月８日（水）
長崎県長与町へ視察を行いました。
スポーツ庁が令和５年度から、休日の「部
活動の地域連携・地域移行」を始めた中、
先進的な取組みがなされている自治体の
一つです。
　長与町は小学校５校・中学校３校があ
り、運動部活動から地域スポーツ活動へ
段階的な移行が進んでいます。12種目
21活動　429名が参加し、指導者124名
が関わって活動を支えています。今後の
熊取町での取組みや体制を構築するため
に大いに参考になる視察でした。

常任委員会合同常任委員会合同でで行政視察行政視察を行いましたを行いました

行政視察行政視察のの受け入れ受け入れ

事業厚生常任委員会 総務文教常任委員会

　〇�産前産後ヘルパー派遣事業および不妊・不育治療費助成事業
について

　　　令和５年10月18日（水）　沖縄県南風原町議会
　　　　　　　11月13日（月）　愛媛県東温市議会
　〇AIオンデマンド交通実証実験の取り組みについて
　　　　　　　10月23日（月）　長野県駒ケ根市議会
　〇�議会のペーパーレス化およびタブレット端末の導入について
　　　　　10月27日（金）　奈良県葛城市議会　　

　　　　　　　10月31日（火）　岬町議会
　　　　　　　11月20日（月）　和歌山県太地町議会
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　令和５年12月26日（火）に、大阪府広域水道企業団熊取水道センター新事務所完成見学会が行わ
れ、議員が参加しました。
　熊取町に安全で安定した水道水を届けるために、令和３年度より、希望が丘受水・配水場の工事
が行われていました。配水池と事務所棟の耐震化・ポンプ設備が改良（つばさが丘北配水池への送
水ブースターポンプ化による省電力化）されています。

　10月30日（月）午後よりシ
ティプラザ大阪で「地域資材
を活用した地方創生の実現を
めざして」をテーマに平田進
也氏（日本旅行「おもしろ旅企
画ヒラタ屋」代表）による『ヒ
ラタ流、地方再生のヒント』に
ついてと、中村好明氏（一般社
団法人日本インバウンド連合
会理事長）による『観光で地方
創生～地域連携の取り組み実
績から～』のご講演に議長が
代表して参加しました。

さまざまな研修会に参加していますさまざまな研修会に参加しています

　11月29日（水）東京・ＮＨＫ
ホールにて、全国の議長が集
結して、全国大会と講師に伊
藤聡子氏（フリーキャスター、
事業創造大学院大学客員教
授）より地域から輝く日本へ
～未来への選択と責任をテー
マに研修会が開催されました。

第67回
町村議会議長全国大会

大阪府広域水道企業団大阪府広域水道企業団
熊取水道センター新事務所が完成！熊取水道センター新事務所が完成！

令和５年度
市町村トップセミナー

　11月２日（木）午後よりシ
ティプラザ大阪にて「地域を
活かしたまちづくりを行うた
めに」をテーマに御手洗潤氏
（東北大学大学院法学研究科
教授、京都大学経営管理大学
院客員教授）によりエリアマ
ネジメントによるまちづくり
の事例、現状、効果等のご講演
がありました。

正副議長研修会
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　令和５年11月21日（火）　町立西保育所

が民営化になり、令和４年４月から西保育

園としてスタートしています。それに伴っ

て大規模改修工事も行われましたので、議

会議員による現地視察を行いました。

　令和６年１月12日（金）に、忠岡町・田尻
町・岬町・熊取町による大阪府南部地区議長
会議員セミナーが田尻町総合福祉センター
で開催され、議員が参加しました。
　「議会のデジタル化」をテーマに、早稲田
大学マニフェスト研究所　事務局長　中村
健氏による講演を拝聴しました。

西保育園視察西保育園視察令和５年度令和５年度
大阪府南部地区議長会大阪府南部地区議長会

議員セミナー議員セミナー

３月定例会予定 議事の進み具合により、会議が終了している場合があります。
日程は変更する場合があります。事前にお問い合わせください。（議会事務局　072-452-9023）

本会議の日程みんなの議会、
傍聴しませんか？

委員会の日程会議はいずれも
午前10時からです。

議会運営委員会

事業厚生常任委員会

総務文教常任委員会

予算審査特別委員会

３月６日（水）・７日（木）・８日（金）・28日（木）
［予備日］３月11日（月）

２月29日（木）・３月14日（木）
３月14日（木）
３月15日（金）
３月19日（火）・21日（木）・22日（金）

３月14日（木）の
議会運営委員会のみ
午後１時30分から（ ）

熊取町議会Youtubeチャンネルでライブ中継、
録画配信を行っています。
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［予備日］３月25日（月）
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